
190

敦賀市立看護大学
2富山大学大学院医学薬学研究部疫学・健康政策学講

座
責任著者連絡先〒9140814 福井県敦賀市木崎78
号 2 番地 1
敦賀市立看護大学 中堀伸枝

190 第63巻 日本公衛誌 第 4 号 2016年 4 月15日

2016 Japanese Society of Public Health

子どもの食行動・生活習慣・健康と家庭環境との関連

文部科学省スーパー食育スクール事業の結果から
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目的 近年，核家族化や女性の労働参加率の増加など，子どもの家庭環境をめぐる変化は著しく，

子どもの食行動や生活習慣，健康に影響を与えていると考えられる。本研究では，家庭環境が

子どもの食行動や生活習慣，健康に与える影響について明らかにすることを目的とした。

方法 対象者は，文部科学省スーパー食育スクール事業の協力校である富山県高岡市内の 5 小学校

の全児童2,057人とその保護者を対象とした。2014年 7 月に自記式質問紙調査を実施した。総

対象者中，1,936人（94.1）から回答が得られ，そのうち今回の研究に関連した項目に記載

もれのない1,719人を分析対象とした。家庭環境を，「母の就業」，「家族構成」，「暮らしのゆと

り」，「朝・夕食の共食」，「親子の会話」，「子の家事手伝い」，「保護者の食育への関心」，「栄養

バランスの考慮」，「食事マナーの教育」とした。家庭環境項目を独立変数，子どもの食行動，

生活習慣，健康を従属変数とし，ロジスティック回帰分析を行った。

結果 母が有職であり，共食しておらず，子が家事手伝いをせず，保護者の食意識が低い家庭で

は，子どもが野菜を食べる心がけがなく，好き嫌いがあり，朝食を欠食し，間食が多いなど子

どもの食行動が不良であった。親子の会話が少なく，子が家事手伝いをせず，保護者の食意識

が低い家庭では，子どもが運動・睡眠不足があり，長時間テレビ視聴やゲーム利用をしている

など，子どもの生活習慣が不良であった。暮らしにゆとりがなく，親子の会話が少なく，子が

家事手伝いをせず，保護者の食意識が低い家庭では，子どもの健康満足度が低く，朝の目覚め

の気分が悪く，よくいらいらし，自己肯定感が低いなど，子どもの健康が不良であった。

結論 子どもの食行動の良さ，生活習慣の良さおよび健康には，良い家庭環境が関連していた。子

どもの食行動や生活習慣，健康を良くするためには，保護者の食意識を高め，親子の会話を増

やし，子に家事手伝いをさせるなどの家庭環境を整えていくことが重要である。
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緒 言

現代の日本の子どもの健康問題として，朝食欠食

やメディア利用の増加など食生活や生活習慣の変

化，肥満・痩身など発育の問題が指摘されてい

る1)。平成22年の児童の朝食欠食率は10年前と比

べ，変化はみられないが，依然として約 5～6が

欠食している2)。また，平日のインターネットの利

用平均時間は，小学校高学年では30分未満が最も多

いが，中学，高校では 1～2 時間が多くなる2)。小

学生の肥満傾向児も増加し，平成26年度は約10で

ある2)。小児期の食事や生活習慣の乱れは，発育に

悪影響を与えるだけでなく，将来のメタボリックシ

ンドロームなどの各種生活習慣病予備軍をつくるこ

ととなり3)，将来の医療費に与える影響は大きい。

平成17年に食育基本法4)が制定されて以降，教育

現場や地域全体をあげての様々な食育推進の運動や

取り組みが展開されている5)。食に関する適切な判

断力を養い，生涯にわたる豊かな食生活の実現のた

めには，学童期に望ましい食生活を理解し，習慣化

してくことが重要である。児童への食育の推進の場

として，小学校や地域もさることながら，多くの時

間を過ごす家庭は最も影響力のある環境といえる。

しかし，社会経済情勢がめまぐるしく変化するな
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か，家庭では，保護者も子どもも日々忙しい生活を

送っている1,6)。親は夜遅くまで働き，子どもは習

い事，塾，スポーツクラブなどに通う。親には子ど

もの習い事などの送迎や家事，休日も行事など地域

での役割もある。この傾向は全国の都市部だけでな

く，地方においても同様で，3 世帯同居率の高さ，

女性の就業率の高さともに全国有数の富山県におい

ても，3 世代同居率は平成 7 年26.0から平成22年
16.1へと下がっており7)，女性の就業率も専業主

婦が平成11年21.2から，平成26年16.2と減り，

パート労働が平成11年33.5から，平成26年42.5
へと増えている8)。これらのことから，家庭では，

子育てへのゆとりが少なくなり，子どもへの食育や

子どもの良好な生活習慣や健康の管理をすることが

困難になっていると予測される。

このような状況のなか，平成26年度より，文部科

学省によるスーパー食育スクール事業9)がスタート

した。スーパー食育スクール事業は，地域，教育委

員会，学校，大学など多職種の連携により，児童・

生徒の食行動・生活習慣・健康改善を目指す取り組

みである。事業の目標をより効果的に達成するため

にも，子どもの食育環境の重要な部分を占める家庭

環境が，子どもの生活や健康にどのように関連して

いるか調べる必要がある。

先行研究では，親の食意識が高いほど子どもの食

生活もよいことや10～13)，親と一緒に食事をする共

食が多いほど子どもの食行動がよく，生活習慣が良

好で，QOL も高いこと14,15)が言われている。しか

し，それら複数の家庭環境要因と子どもの食行動や

生活習慣，健康との関連を包括的に比較した研究は

少ない。

そこで本研究では，家庭環境要因と子どもの食行

動，生活習慣，健康との関連を明らかにし，子ども

の良好な食行動や生活習慣，健康の向上を推進しう

る環境について評価することを目的とした。

 研 究 方 法

. 対象者

文部科学省スーパー食育スクール事業の協力校で

ある富山県高岡市内の 5 小学校の 1 年生から 6 年生

までの全児童，計2,057人とその保護者を対象に，

自記式質問紙調査を実施した。調査票は，2014年 7
月に，学校を通じて児童に配布され，家庭で保護者

と一緒に回答を記入したあと厳封の上，児童が学校

に持参し，大学の担当者が回収した。文書により説

明を行い保護者からの文書による同意を得た。対象

者2,057人中，1,936人（94.1）から回答が得られ

た。家庭環境，子どもの食行動，生活習慣，健康な

ど分析に必要な項目すべてに回答した1,719人（男

性867人，女性852人）を分析対象者とした。

なお，本研究は，文部科学省スーパー食育スクー

ル事業の一環として行われたもので，平成26年度文

部科学省の「スーパー食育スクール事業」に採択さ

れた富山県教育委員会からの委託を受けた，富山大

学大学院医学薬学研究部疫学・健康政策学講座によ

り，富山大学倫理委員会の承認（平成26年 5 月16日
承認，臨認2615号）を得て実施している。

. 調査項目

調査項目は，内閣府の食育調査16)および富山出生

コホート研究で用いられた質問項目を抽出して作成

した。使用した質問項目のうち，運動習慣や睡眠習

慣，主観的健康観については，Sekine ら17,18)，

Chen ら19～21)，Gaina ら22)の過去の研究において妥

当性が確認されている。調査は子どもと保護者が一

緒に回答するもので，項目は，子どもの基本属性の

ほか，子どもの食行動，生活習慣，健康，家庭環境

因子とした。

1) 家庭環境に関する項目は，「母の就業」，「家

族構成」，「暮らしのゆとり」，「朝・夕食の共食」，

「親子の会話」，「子が家事手伝い」，「保護者の食育

への関心」，「栄養バランスの考慮」，「食事マナーの

教育」の計 9 つとした。「母の就業」は，母親の職

業を仕事ありの有職（パートタイム労働含む）と無

職の 2 つに分けた。「家族構成」は，現在一緒に住

んでいる家族が，祖父，祖母，父，母，兄弟姉妹，

その他であてはまるものすべてを聞いた。親に加

え，祖父母のどちらかあるいは両方と住んでいる家

族を 3 世帯同居，それ以外を核家族とした。「暮ら

しのゆとり」は，現在の暮らしについて，大変ゆと

りがある，ややゆとりがあると答えた群と，どちら

とも言えない，あまりゆとりがない，全くゆとりが

ないと答えた群とに分けた。「朝・夕食の共食」は，

朝食か夕食を家族と一緒に食べていますかとの問い

に，ほぼ毎日と答えた群と，毎日以外の群とに分け

た。「親子の会話」は，家の人（兄弟姉妹を除く）

と学校での出来事について話をしていますかという

問いに，話をしている，どちらかといえばしている

と答えた群と，あまりしていない，全くしていない

と答えた群とに分けた。「子が家事手伝い」は，家

の手伝い（料理や洗濯，掃除など）をしていますか

という問いに，よくしている，時々していると答え

た群と，あまりしていない，全くしていないと答え

た群とに分けた。「保護者の食育への関心」は，食

育に関心がありますかとの問いに，関心がある，ど

ちらかといえば関心があると答えた群と，関心がな

い，わからないと回答した群とに分けた。「栄養バ
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ランスの考慮」は，栄養のバランス（主食＋主菜＋

副菜＋汁物）を考えてメニューを考えたり，選んだ

りしていますかとの問いに，保護者が，考えている

と答えた群と，あまり考えていない，考えていない

と答えた群とに分けた。「食事マナーの教育」は，

はしや茶碗の持ち方，姿勢など食事のマナーについ

てお子さんに教えていますかとの問いに，よく教え

ていると答えた群と，ときどき教えている，あまり

教えていないと答えた群とに分けた。

2) 子どもの食行動は，「野菜を食べる心がけ」，

「食べ物の好き嫌い」，「朝食摂取」，「間食」の 4 つ

とした。子どもの食行動として，この 4 項目を選択

した理由は，朝食，間食は子どもの健康との関連が

富山出生コホート研究をはじめとする先行研究でも

明らかとなっており，子どもの野菜の摂取不足や好

き嫌いは，食育において政府が重視している指標で

あるためである5,23,24)。「野菜を食べる心がけ」は，

普段の食事の中で，野菜を食べることを心がけてい

ますかとの問いに，いつも心がけている，ときどき

心がけていると答えた群と，あまり心がけていな

い，全く心がけていないと答えた群とに分けた。

「食べ物の好き嫌い」は，お子さんは食べ物の好き

嫌いがありますかとの問いに，保護者が，ない，少

しあると答えた群と，多くあると答えた群とに分け

た。「朝食摂取」は，朝食を毎日食べると答えた群

と，欠食することがある群とに分けた。「間食」は，

間食を日に 2 回以上している群と，日に 1 回以下の

群とに分けた。

3) 子どもの生活習慣は，「運動」，「睡眠」，「テ

レビの視聴時間」，「ゲームの利用時間」の 4 つとし

た。子どもの生活習慣として，この 4 項目を選択し

た理由は，運動，睡眠，テレビ視聴は，健康との関

連が富山出生コホート研究において明らかとなって

おり25)，ゲーム利用は，現在の子どもの成長をめぐ

る今日的課題となっているためである26,27)。「運動」

は，運動や外遊びを大変よくする，よくすると答え

た群と，あまりしない，ほとんどしないと答えた群

とに分けた。「睡眠」は，先行研究から，小学生の

睡眠時間は年々短くなっており，平成24年現在，小

学生の高学年での睡眠時間平均値が約 8 時間30分と

いう現状1)から，平日の平均睡眠時間が 8 時間未満

の群と，8 時間以上の群とに分けた。「テレビ」は，

先行研究において，テレビの視聴時間が 3～4 時間

以上を超えると肥満が多いことが示されており28)，

平日のテレビおよび DVD の視聴時間が 3 時間未満

の群と，3 時間以上の群とに分けた。「ゲーム」は，

同じく先行研究において，ゲームの利用時間が 1～

2 時間以上で肥満が多いことが示されており16)，平

日の携帯ゲームの使用時間が 1 時間未満の群と，1
時間以上との群とに分けた。

4) 子どもの健康は，「健康満足度」，「朝の目覚

めの気分」，「いらいら」，「自己肯定感」の 4 つとし

た。子どもの全体的な健康として健康満足度，身体

的な健康として朝の目覚め（生活リズム）に加え，

こころの健康としていらいらと自己肯定の 2 つの昨

今重視されている項目26,29)を取り上げ，メンタルヘ

ルスも含め子どもの健康を包括的に検証した。「健

康満足度」は，自分の健康状態に満足していますか

との問いに，非常に満足，満足と答えた群と，どち

らでもない，不満，非常に不満と答えた群とに分け

た。「朝の目覚めの気分」は，朝目覚めた時の気分

はいかがですかとの問いに，非常に良い，比較的よ

いと答えた群と，どちらでもない，比較的悪い，非

常に悪いと答えた群とに分けた。「いらいら」は，

毎日の生活の中でいらいらすることはありますかと

の問いに，よくあると答えた群と，ときどきある，

あまりない，まったくないと答えた群とに分けた。

「自己肯定感」は，自分のことが好きですかとの問

いに，好き，まあまあ好きと答えた群と，あまり好

きではない，きらいと答えた群とに分けた。

. 分析方法

家庭環境と子どもの食行動，生活習慣，健康との

関連を調べるため，x2 検定を行った。各家庭環境

に関する変数の独立性を評価するために，家庭環境

項目を独立変数として，子どもの食行動，生活習慣

および健康を従属変数としたロジステック回帰分析

を行った。モデルの作成においては，性別・年齢を

強制投入し，x2 検定により P＜0.25であった家庭環

境項目についてステップワイズ法を用いて変数選択

を行った。

結果の集計および解析には，統計ソフト SPSS
Ver.23を用いた。両側検定で P＜0.05を統計学的に

有意とした。ロジスティック回帰分析では，オッズ

比および95信頼区間を算出した。

 研 究 結 果

. 対象者特性

対象者の特性を表 1 に示した。男子が50.4，女

子が49.6，低学年が49.2，高学年が50.8であ

った。家庭環境について，母が有職の群は82.0，

核家族の群が68.9，暮らしのゆとりがない群が

76.5，朝・夕食のどちらかを一人で食べることが

ある孤食あり群は4.5，親子の会話が少ない群が

17.3，子が家事手伝いをしない群が28.5，保護

者の食育への関心がない群が13.1，栄養バランス

を考慮していない群が18.7，食事マナーの教育な
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表 対象者の特性

n 

子の属性 子の性別 男子 867 50.4
女子 852 49.6

子の年齢 低学年 845 49.2
高学年 874 50.8

家庭環境 母の就業 無職 310 18.0
仕事あり 1,409 82.0

家族構成 3 世帯同居 535 31.1
核家族 1,184 68.9

暮らしのゆと
り

あり 404 23.5
なし 1,315 76.5

朝・夕食の共
食

毎日 1,641 95.5
孤食あり 78 4.5

親子の会話 多い 1,422 82.7
少ない 297 17.3

子が家事手伝
い

する 1,229 71.5
しない 490 28.5

保護者の食育
への関心

あり 149 86.9
なし 226 13.1

栄養バランス
の考慮

あり 139 81.3
なし 322 18.7

食事マナーの
教育

あり 910 52.9
なし 809 47.1

子どもの
食行動

野菜を食べる
心がけ

あり 1,390 80.9
なし 329 19.1

食べ物の好き
嫌い

少ない 1,460 84.9
多い 259 15.1

朝食摂取 毎日摂取 1,611 93.7
欠食あり 108 6.3

間食 1 日 1 回以下 1,505 87.6
1 日 2 回以上 214 12.4

子どもの
生活習慣

運動 する 1,408 81.9
しない 311 18.1

睡眠 1 日 8 時間以上 1,384 80.5
1 日 8 時間未満 335 19.5

テレビ 3 時間未満 1,558 90.6
3 時間以上 161 9.4

ゲーム 1 時間未満 1,448 84.2
1 時間以上 271 15.8

子どもの
健康

健康満足度 高い 1,325 77.1
低い 394 22.9

目覚めの気分 良好 966 56.2
不良 753 43.8

いらいら なし 1,505 87.6
あり 214 12.4

自己肯定感 高い 1,574 91.6
低い 145 8.4
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し群が47.1であった。食行動について，野菜を食

べる心がけのない群は19.1，好き嫌いの多い群は

15.1，朝食摂取の欠食あり群は6.3，間食を 1
日 2 回以上とる群は12.4であった。生活習慣につ

いて，運動をしない群は18.1，睡眠が 1 日 8 時間

未満の群が19.5，テレビの 1 日の視聴時間が 3 時

間以上の群が9.4，ゲームの 1 日使用時間が 1 時

間以上の群は15.8であった。健康満足度の低い群

は22.9，朝の目覚めの気分が不良の群が43.8，

いらいらあり群が12.4，自己肯定感が低い群は

8.4であった。

. 子どもの食行動と家庭環境との関連

子どもの食行動と家庭環境の関連について，x2

検定結果および子どもの食行動の悪さに対するオッ

ズ比を表 2 に示した。

男児，低学年，母が有職，親子の会話が少ない，

子が家事手伝いをしない，栄養バランスへの考慮が

ない，食事マナーの教育がない場合，子どもは野菜

を食べない傾向にあった。核家族の場合，野菜を食

べる傾向にあった。

子が家事手伝いをしない，栄養バランスへの考慮

がない，食事マナーの教育がない場合，子どもは好

き嫌いが多い傾向にあった。

母が有職，核家族，朝・夕食の共食がない，保護

者が食育への関心がない，栄養バランスへの考慮が

ない，食事マナーの教育がない場合，子どもは朝食

を欠食する傾向にあった。

朝・夕食の共食がない，食事マナーの教育がない

場合，子どもは間食が多い傾向にあった。

. 子どもの生活習慣と家庭環境との関連

子どもの生活習慣と家庭環境の関連について，x2

検定結果と子どもの生活習慣の悪さに対するオッズ

比を表 3 に示した。

女児，高学年，親子の会話が少ない，食事マナー

の教育がない場合，子どもは運動不足の傾向にあっ

た。母が有職の場合，運動する傾向にあった。

高学年，朝・夕食の共食がない，子が家事手伝い

をしない，栄養バランスの考慮がない，食事マナー

の教育がない場合，子どもは睡眠不足の傾向にあっ

た。

男児，高学年，母が有職，暮らしのゆとりがな

い，親子の会話が少ない，保護者が食育への関心が

ない，栄養バランスの考慮がない場合，子どもはテ

レビを長時間視聴する傾向にあった。

男児，高学年，子が家事手伝いをしない，保護者

が食育への関心がない，栄養バランスの考慮がない

場合，子どもはゲームを長時間利用する傾向にあっ

た。核家族の場合，ゲームの利用は短時間の傾向に



194
表


子

ど
も

の
食

行
動

と
家

庭
環

境
と

の
関

連

野
菜

を
食

べ
る

心
が

け
の

な
さ

好
き

嫌
い

の
多

さ
朝

食
の

欠
食

間
食

1
日

2
回

以
上

な
し



x2
検

定

P
値

オ
ッ

ズ
比

95


信
頼

区
間

多
い



x2
検

定

P
値

オ
ッ

ズ
比

95


信
頼

区
間

多
い 

x2
検

定

P
値

オ
ッ

ズ
比

95


信
頼

区
間

多
い 

x2
検

定

P
値

オ
ッ

ズ
比

95


信
頼

区
間

子
の

属
性

子
の

性
別

男
子

22
.5

＜
0.

00
1

1.
36

( 1
.0

4
1.

77
)

16
.6

0.
07

9
1.

18
(
0.

90

1.

55
)

5.
9

0.
55

1
1.

00
12

.3
0.

94
2

1.
00

女
子

15
.7

1.
00

13
.5

1.
00

6.
7

1.
14

(
0.

76
 1

.7
0)

12
.6

1.
03

(
0.

77
 1

.3
7)

子
の

年
齢

低
学

年
22

.1
0.

00
2

1.
52

( 1
.1

8
1.

97
)

16
.0

0.
31

2
1.

16
(
0.

88

1.

52
)

6.
2

0.
84

3
1.

00
12

.0
0.

55
9

1.
00

高
学

年
16

.2
1.

00
14

.2
1.

00
6.

4
1.

04
(
0.

70
 1

.5
5)

12
.9

1.
09

(
0.

81
 1

.4
5)

家
庭

環
境

母
の

就
業

無
職

14
.5

0.
02

5
1.

00
15

.8
0.

66
2

3.
2

0.
01

3
1.

00
11

.6
0.

70
4

仕
事

あ
り

20
.2

1.
46

( 1
.0

1
2.

09
)

14
.9

7.
0

2.
29

(
1.

17
 4

.4
9)

12
.6

家
族

構
成

3
世

帯
同

居
22

.2
0.

02
9

1.
00

17
.2

0.
10

9
4.

7
0.

06
8

1.
00

10
.8

0.
18

1
核

家
族

17
.7

0.
73

( 0
.5

6
0.

96
)

14
.1

7.
0

1.
67

(
1.

04
 2

.6
8)

13
.2

暮
ら

し
の

ゆ
と

り

あ
り

16
.1

0.
08

3
12

.1
0.

06
7

4.
7

0.
15

9
11

.6
0.

60
6

な
し

20
.1

16
.0

6.
8

12
.7

朝
・

夕
食

の
共

食

毎
日

18
.8

0.
07

8
14

.7
0.

05
1

5.
8

0.
00

1
1.

00
12

.1
0.

03
4

1.
00

孤
食

あ
り

26
.9

23
.1

16
.7

2.
60

(
1.

34
 5

.0
6)

20
.5

1.
79

(
1.

01
 3

.1
7)

親
子

の
会

話

多
い

16
.5

＜
0.

00
1

1.
00

14
.5

0.
15

3
6.

0
0.

29
2

12
.3

0.
69

9
少

な
い

32
.0

1.
62

( 1
.1

9
2.

22
)

17
.8

7.
7

13
.1

子
が

家
事

手
伝

い

す
る

14
.8

＜
0.

00
1

1.
00

12
.5

0.
00

0
1.

00
5.

4
0.

01
5

12
.7

0.
68

6
し

な
い

30
.0

1.
84

( 1
.4

0
2.

42
)

21
.4

1.
66

(
1.

25

2.

20
)

8.
6

11
.8

保
護

者
の

食
育

へ
の

関
心

あ
り

17
.3

＜
0.

00
1

13
.9

0.
00

1
5.

0
＜

0.
00

1
1.

00
12

.7
0.

44
9

な
し

31
.0

22
.6

14
.6

2.
31

(
1.

43
 3

.7
2)

10
.6

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
考

慮

あ
り

15
.1

＜
0.

00
1

1.
00

12
.5

＜
0.

00
1

1.
00

4.
9

＜
0.

00
1

1.
00

11
.7

0.
04

9
な

し
36

.6
2.

79
( 2

.1
0

3.
72

)
26

.1
2.

17
(
1.

60

2.

94
)

12
.4

1.
92

(
1.

22
 3

.0
1)

15
.8

食
事

マ
ナ

ー
の

教
育

あ
り

13
.3

＜
0.

00
1

1.
00

12
.3

0.
00

1
1.

00
4.

4
0.

00
1

1.
00

10
.7

0.
01

9
1.

00
な

し
25

.7
1.

84
( 1

.4
2

2.
39

)
18

.2
1.

36
(
1.

03

1.

79
)

8.
4

1.
58

(
1.

04
 2

.3
9)

14
.5

1.
40

(
1.

05
 1

.8
6)

194 第63巻 日本公衛誌 第 4 号 2016年 4 月15日



195
表


子

ど
も

の
生

活
習

慣
と

家
庭

環
境

と
の

関
連

運
動

不
足

睡
眠

不
足

長
時

間
の

テ
レ

ビ
視

聴
長

時
間

の
ゲ

ー
ム

利
用

な
し



x2
検

定

P
値

オ
ッ

ズ
比

95


信
頼

区
間

多
い



x2
検

定

P
値

オ
ッ

ズ
比

95


信
頼

区
間

多
い 

x2
検

定

P
値

オ
ッ

ズ
比

95


信
頼

区
間

多
い 

x2
検

定

P
値

オ
ッ

ズ
比

95


信
頼

区
間

子
の

属
性

子
の

性
別

男
子

16
.8

0.
18

8
1.

00
19

.5
1.

00
0

1.
00

11
.1

0.
01

6
1.

43
(
1.

01
 2

.0
2)

23
.4

＜
0.

00
1

3.
55

(
2.

63
 4

.7
9)

女
子

19
.4

1.
34

( 1
.0

3
1.

73
) .

19
.5

1.
05

(
0.

81

1.

35
)

7.
6

1.
00

8.
0

1.
00

子
の

年
齢

低
学

年
14

.3
＜

0.
00

1
1.

00
9.

5
＜

0.
00

1
1.

00
7.

7
0.

02
0

1.
00

11
.2

＜
0.

00
1

1.
00

高
学

年
21

.7
1.

71
( 1

.3
3

2.
20

)
29

.2
4.

06
(
3.

08

5.

36
)

11
.0

1.
55

(
1.

11
 2

.1
7)

20
.1

2.
08

(
1.

57
 2

.7
4)

家
庭

環
境

母
の

就
業

無
職

23
.9

0.
00

4
1.

00
19

.0
0.

87
4

5.
2

0.
00

4
1.

00
14

.5
0.

54
7

仕
事

あ
り

16
.8

0.
60

( 0
.4

5
0.

81
)

19
.6

10
.3

2.
04

(
1.

19
 3

.4
9)

16
.0

家
族

構
成

3
世

帯
同

居
19

.3
0.

41
7

17
.2

0.
11

5
9.

5
0.

85
9

18
.1

0.
07

4
1.

00
核

家
族

17
.6

20
.5

9.
3

14
.7

0.
73

(
0.

55
 0

.9
8)

暮
ら

し
の

ゆ
と

り

あ
り

20
.0

0.
26

8
17

.1
0.

17
3

5.
2

0.
00

1
1.

00
12

.6
0.

05
1

な
し

17
.5

20
.2

10
.6

1.
90

(
1.

18
 3

.0
8)

16
.7

朝
・

夕
食

の
共

食

毎
日

17
.9

0.
23

1
18

.9
0.

00
8

1.
00

9.
3

0.
54

8
15

.5
0.

15
1

孤
食

あ
り

23
.1

32
.1

1.
70

(
1.

01

2.

88
)

11
.5

21
.8

親
子

の
会

話

多
い

16
.8

0.
00

4
1.

00
19

.0
0.

26
0

8.
2

＜
0.

00
1

1.
00

14
.8

0.
02

3
少

な
い

24
.2

1.
65

( 1
.2

1
2.

27
)

21
.9

15
.2

1.
69

(
1.

14
 2

.4
9)

20
.2

子
が

家
事

手
伝

い

す
る

16
.6

0.
01

2
17

.5
0.

00
1

1.
00

8.
2

0.
01

3
13

.4
＜

0.
00

1
1.

00
し

な
い

21
.8

24
.5

1.
31

(
1.

00

1.

71
)

12
.2

21
.6

1.
36

(
1.

03
 1

.8
2)

保
護

者
の

食
育

へ
の

関
心

あ
り

17
.5

0.
13

8
18

.3
0.

00
2

1.
00

8.
0

＜
0.

00
1

1.
00

14
.8

0.
00

8
1.

00
な

し
21

.7
27

.4
1.

43
(
1.

00

2.

05
)

18
.1

1.
82

(
1.

20
 2

.7
8)

22
.1

1.
48

(
1.

01
 2

.1
6)

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
考

慮

あ
り

17
.1

0.
03

0
17

.6
＜

0.
00

1
1.

00
7.

7
＜

0.
00

1
1.

00
14

.6
0.

00
8

1.
00

な
し

22
.4

27
.6

1.
67

(
1.

24

2.

26
)

16
.5

1.
89

(
1.

29
 2

.7
7)

20
.8

1.
41

(
1.

01
 1

.9
9)

食
事

マ
ナ

ー
の

教
育

あ
り

14
.8

＜
0.

00
1

1.
00

15
.3

＜
0.

00
1

1.
00

7.
7

0.
01

3
14

.2
0.

06
3

な
し

21
.8

1.
59

( 1
.2

4
2.

05
)

24
.2

1.
66

(
1.

29

2.

15
)

11
.2

17
.6

195第63巻 日本公衛誌 第 4 号2016年 4 月15日



196
表


子

ど
も

の
健

康
と

家
庭

環
境

と
の

関
連

健
康

満
足

度
が

低
い

朝
目

覚
め

の
気

分
が

悪
い

よ
く

い
ら

い
ら

す
る

自
己

肯
定

感
が

低
い

あ
り



x2
検

定

P
値

オ
ッ

ズ
比

95


信
頼

区
間

あ
り



x2
検

定

P
値

オ
ッ

ズ
比

95


信
頼

区
間

あ
り 

x2
検

定

P
値

オ
ッ

ズ
比

95


信
頼

区
間

あ
り 

x2
検

定

P
値

オ
ッ

ズ
比

95


信
頼

区
間

子
の

属
性

子
の

性
別

男
子

23
.2

0.
81

9
1.

00
41

.5
0.

05
8

1.
00

13
.1

0.
38

2
1.

03
(
0.

77
 1

.3
9)

8.
4

1.
00

0
1.

00
女

子
22

.7
1.

10
( 0

.8
7

1.
39

)
46

.1
1.

42
(
1.

16

1.

74
)

11
.7

1.
00

8.
5

1.
30

(
0.

91
 1

.8
7)

子
の

年
齢

低
学

年
19

.9
0.

00
3

1.
00

41
.9

0.
12

0
1.

00
11

.8
0.

46
5

1.
00

7.
1

0.
05

6
1.

00
高

学
年

25
.9

1.
46

( 1
.1

6
1.

85
)

45
.7

1.
17

(
0.

97

1.

43
)

13
.0

1.
12

(
0.

84
 1

.5
0)

9.
7

1.
53

(
1.

07
 2

.1
8)

家
庭

環
境

母
の

就
業

無
職

24
.2

0.
55

1
39

.0
0.

06
7

11
.3

0.
56

9
6.

5
0.

17
7

仕
事

あ
り

22
.6

44
.9

12
.7

8.
9

家
族

構
成

3
世

帯
同

居
25

.6
0.

08
3

47
.9

0.
02

4
16

.3
0.

00
2

1.
00

11
.2

0.
00

6
1.

00
核

家
族

21
.7

42
.0

10
.7

0.
62

(
0.

46
 0

.8
4)

7.
2

0.
63

(
0.

44
 0

.9
0)

暮
ら

し
の

ゆ
と

り

あ
り

14
.4

＜
0.

00
1

1.
00

35
.9

＜
0.

00
1

1.
00

9.
7

0.
05

8
7.

2
0.

35
7

な
し

25
.6

1.
91

( 1
.4

0
2.

61
)

46
.2

1.
46

(
1.

16

1.

85
)

13
.3

8.
8

朝
・

夕
食

の
共

食

毎
日

22
.7

0.
27

0
43

.3
0.

07
9

12
.5

1.
00

0
8.

5
1.

00
0

孤
食

あ
り

28
.2

53
.8

11
.5

7.
7

親
子

の
会

話

多
い

20
.7

＜
0.

00
1

1.
00

41
.1

＜
0.

00
1

1.
00

11
.3

0.
00

2
1.

00
6.

1
＜

0.
00

1
1.

00
少

な
い

33
.3

1.
70

( 1
.2

6
2.

29
)

56
.6

1.
68

(
1.

28

2.

20
)

18
.2

1.
49

(
1.

04
 2

.1
4)

19
.5

3.
91

(
2.

67
 5

.7
1)

子
が

家
事

手
伝

い

す
る

20
.3

＜
0.

00
1

1.
00

39
.4

＜
0.

00
1

1.
00

10
.7

0.
00

1
1.

00
6.

8
＜

0.
00

1
し

な
い

29
.4

1.
34

( 1
.0

3
1.

73
)

54
.9

1.
72

(
1.

37

2.

15
)

16
.7

1.
41

(
1.

03
 1

.9
5)

12
.7

保
護

者
の

食
育

へ
の

関
心

あ
り

21
.0

＜
0.

00
1

1.
00

42
.2

0.
00

1
1.

00
11

.7
0.

02
3

7.
5

0.
00

1
な

し
35

.4
1.

64
( 1

.1
9

2.
27

)
54

.4
1.

43
(
1.

07

1.

91
)

17
.3

14
.6

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
考

慮

あ
り

21
.0

＜
0.

00
1

1.
00

42
.3

0.
01

1
11

.4
0.

00
7

1.
00

7.
2

＜
0.

00
1

1.
00

な
し

31
.4

1.
38

( 1
.0

3
1.

84
)

50
.3

17
.1

1.
53

(
1.

09
 2

.1
5)

14
.0

2.
05

(
1.

39
 3

.0
2)

食
事

マ
ナ

ー
の

教
育

あ
り

20
.1

0.
00

3
41

.2
0.

02
2

12
.2

0.
77

0
6.

7
0.

00
7

な
し

26
.1

46
.7

12
.7

10
.4

196 第63巻 日本公衛誌 第 4 号 2016年 4 月15日



197197第63巻 日本公衛誌 第 4 号2016年 4 月15日

あった。

. 子どもの健康と家庭環境との関連

子どもの健康と家庭環境の関連について，x2 検

定結果と子どもの健康の不良さに対するオッズ比を

表 4 に示した。

高学年，暮らしのゆとりがない，親子の会話が少

ない，子が家事手伝いをしない，保護者が食育への

関心がない，栄養バランスの考慮がない場合，子ど

もは健康満足度が低い傾向にあった。

女児，暮らしのゆとりがない，親子の会話が少な

い，子が家事手伝いをしない，保護者が食育への関

心がない場合，子どもは朝の目覚めの気分が悪い傾

向にあった。

親子の会話が少ない，子が家事手伝いをしない，

栄養バランスの考慮がない場合，子どもはいらいら

する傾向にあった。核家族の場合，いらいらしない

傾向にあった。

高学年，親子の会話が少ない，栄養バランスの考

慮がない場合，子どもは自己肯定感が低い傾向にあ

った。核家族の場合，自己肯定感が高い傾向にあっ

た。

 考 察

今回の研究では，子どもの家庭環境は，子どもの

食行動，生活習慣，健康といった広範な領域と関連

していることが確認された。

. 子どもの食行動と関連する家庭環境

本研究では，保護者の食意識が子どもの食行動と

関連する結果となり，保護者の食意識のなかでもと

くに，食事マナーの教育が，子どもの 4 つの食行動

すべてと強い関連がみられた。家庭での食事作法の

しつけも含めた保護者の食意識が子どもの食行動に

与える影響の大きさを示唆していた。

塚原13)は，保護者の食生活管理に関する意識が低

いと子どもが欠食することがあると報告している

が，本研究では保護者の食意識に加え，母が有職で

あり，核家族である家庭の子どもは，朝食を欠食す

る傾向があり，現代の特徴的な家庭環境が子どもの

食事に影響を与えていることが示唆された。衛藤15)

らは，共食頻度の高い家庭では，子どもの良好な食

行動の実践頻度が高いと述べているが，本研究では

孤食する子どもは，朝食の欠食や，間食が多い結果

となり，共食は子どもの食行動に正の影響，孤食は

負の影響を与えていることが確認された。

また今回の研究結果からは，親子の会話が多く，

子どもが家事手伝いをする家庭では，子どもが野菜

を食べる心がけがあり，好き嫌いが少ない傾向がみ

られた。家事手伝いは，保護者と子どもの会話があ

るなかで行われていると考えられ，そのような保護

者と子どものコミュニケーションがあり，家事手伝

いをする家庭環境が子どもの食意識が高い傾向と関

連していると考えられる。

名村ら30)は，幼稚園での収穫した野菜を使ったク

ッキングを加えた食育実践プログラムが，園児の食

関心や保護者の食意識を高めることに有効であった

ことを報告している。スーパー食育スクールの現場

では，保護者と子どもが一緒に調理や野菜づくり体

験しながら食について学ぶ取り組みが行われてお

り，スーパー食育スクール事業は，保護者と子ども

両方の食意識を高めると考えられた。

食を通じた子どもの健全育成のあり方に関する検

討会31)では，現在子どもの親世代である大人が適切

な食品選択や食事の準備のための必要な知識，技術

について，“全くない”，“あまりない”と回答した

ものが20～30代の男性で 7 割，女性で約 5 割にみら

れ，食を営む力を誰がどう伝えていくかが課題であ

ると指摘されている。また白木32)は，保護者に食事

作りの知識や技術があることと，子どもへの食育へ

の取り組みとの間に有意な関連があったと報告して

いる。今回我々の結果もこれらと同様，親の食意識

が高いことが，子の食行動がよいことと有意な関連

を示すことから，子どもの食行動を良好にするため

には，保護者の食意識や食に関する知識・技術を高

める成人への食のリカレント教育が重要になると考

えられた。

. 子どもの生活習慣と関連する家庭環境

今回の研究では，子どもの生活習慣の不良さと保

護者の食意識の低さに強い関連がみられた。会退14)

らは，朝食の共食頻度が少ない家庭では，幼児の生

活習慣が不規則であると報告しているが，本研究の

対象である小学生においても，孤食することがある

家庭の子どもは，朝食の欠食があり，睡眠時間が少

ないなど生活習慣が不良であることが分かった。

また本研究では，保護者の食意識が低いと，子ど

ものテレビ視聴時間やゲーム利用時間が長いという

結果がでたが，このような保護者の食意識と子ども

のメディア利用時間との関連を報告した研究はほと

んどみられない。さらに，子どもの長時間のテレビ

視聴には，母が有職であることが強く関連してお

り，母が働いている家庭環境は，子どもの生活習慣

に影響を及ぼすことが示唆された。また家庭におい

て親子の会話が少なく，子が家事手伝いをしていな

いと，生活習慣が悪い傾向がある結果から，複数の

家庭環境要因を考慮しても，保護者の食意識および

親子の会話，子の家事手伝いといった家庭環境が，

子どもの生活習慣に強い影響を与えていることが示
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唆された。

永田33)らは，学校における食育の取り組みが，早

寝早起きや朝食をしっかりとるという良好な生活習

慣をもつ児童の割合を増加させると考察している

が，核家族化や女性の労働参加率の増加の中，家庭

で子ども達の良好な生活習慣を保護者がすべて管理

することは困難になっていると考えられる。家庭で

の食育や子どもの生活習慣の管理を社会が支援する

ことが求められている。

. 子どもの健康と関連する家庭環境

本研究から，核家族であると子どもの朝食欠食の

リスクが高くなっていたが，逆に核家族であるほう

が，子どもの野菜を食べる心がけがあり，ゲームの

利用時間も短く，いらいらも少なく自己肯定感が高

いなどメンタルヘルスがよいという結果が得られ

た。このことは，3 世帯同居世帯では，核家族より

も母親は子どもが小さいうちに早く就業に戻ること

が可能だと思われ，そのことが，子どもの心の発達

や生活習慣の形成に影響を与えている可能性もあ

り，家族構成が子どもに与える影響に関する更なる

研究が必要になると考えられた。

また今回の研究では，家庭の暮らしのゆとりがな

いことと子の健康満足度が低いこと，朝の目覚めの

気分が悪いことが有意に関連していた。成人におけ

る経済的要因と食行動，食の QOL との関連は先行

研究で指摘されている34)が，子どもの健康と，家庭

の経済的要因との関連について調べた研究は少な

い。経済格差が健康格差につながると言われてい

る35)が，今回の調査でもその傾向が確認された。女

性の社会進出等の社会状況の変化によって，これま

で家庭が担ってきた食育が難しくなっているが，家

庭での食育は重要であることから，スーパー食育ス

クール事業のような学校，家庭，地域との連携や社

会全体を巻き込んだ食育の拡充が求められている。

一方，家庭の暮らしのゆとりの他，子どもの健康

満足度や朝の目覚めの気分，いらいら，自己肯定感

の不良さと有意な関連がみられたのは，親子の会話

が少ない，子が家事手伝いをしない，保護者の食意

識が低いといった家庭環境であった。それらの家庭

環境の要素は，暮らしのゆとりがなくとも保護者が

意識して良い方向に変えていくことが可能である。

親子の会話が多いことや子が家事手伝いをするこ

と，保護者の食意識が高いことは，互いに関連して

いるワンパッケージのものと考えられ，不足してい

る要素を意識して補うことで，相乗的に家庭環境が

よくなり，長期的にみて子どもの健康を向上させて

いくと考えられた。

. 研究の意義と限界

今回の研究は，横断調査であり，家庭環境が縦断

的にみて子どもの食行動や生活習慣，健康に影響を

与えているかは分からない。しかしながら，食に関

する家庭環境と子どもの食行動や生活習慣，健康に

関して，大規模で包括的な評価を行った研究は少な

く，また，食に関する家庭環境が単に子どもの食行

動だけでなく，健康行動など広範に影響を与えてい

ることが明らかとなったことは意義があることであ

る。したがって，スーパー食育スクール事業は，学

校，地域，家庭の連携をすすめることで，子どもと

保護者両方の意識を高め，家庭における食育を支援

する取り組みであるが，その効果は食以外の広範な

健康づくりにつながると考えられた。

また今回，家庭環境要因を多面的にとらえ，子ど

もの食行動だけでなく，生活習慣，健康など複数の

領域との関連を同時に多変量解析したことで，親子

の会話が多いこと，子が家事手伝いをすること，保

護者の食意識が高いことが良い家庭環境に共通する

要素であることを確認できたことは，新たな発見で

あった。

 結 語

子どもの良好な食行動，生活習慣および健康に

は，保護者の食意識が高い，親子の会話が多い，子

が家事手伝いをしているなどの家庭環境要因が関連

していた。子どもの食行動，生活習慣，健康を良好

にしていくために，保護者自身が意識的に良い家庭

環境要素を補うこと，保護者の食意識を高めるため

の成人への食教育，家庭での子どもへの食育や生活

習慣の管理を社会的に支援することが重要になる。

本研究は，スーパー食育スクール事業の一環として行

われました。本研究の調査実施にあたり，協力いただき

ました富山県教育委員会，富山県高岡市の 5 小学校，調

査に回答いただいた保護者と児童の皆様に深謝申し上げ

ます。なお，本研究にあたり，開示すべき COI 状態はあ

りません。

(
受付 2015. 9. 5
採用 2016. 2.16)
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The Relationship between Home Environment and Children's Dietary Behaviors,
Lifestyle Factors, and Health: Super Food Education School Project by the Japanese

Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology

Nobue NAKAHORI,2, Michikazu SEKINE2, Masaaki YAMADA2and Takashi TATSUSE2
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Objectives The numbers of nuclear families and working women have been increasing. Such changes in the
home environment may aŠect children's dietary behaviors, lifestyle factors, and health. This study
aims to clarify the associations between the home environment and children's dietary behaviors,
lifestyle factors, and health.

Methods In July 2014, we questioned the students and parents of ˆve elementary schools that joined the
Super Food Education School Project in Takaoka City, Toyama Prefecture. Of 2057 subjects, 1936
(94.1) answered and 1719 of these subjects were analyzed. In this study, the phrase `̀ home
environment'' describes such terms as `̀ mother's employment status'', `̀ family structure'', `̀ subjec-
tive economic state'', `̀ communication between parents and children'', `̀ having breakfast or supper
with family'', `̀ household chores by children'', `̀ parents' awareness of food education'', `̀ regard for
balanced nutrition'', and `̀ teaching table manners''. We performed logistic-regression analyses
using children's dietary behaviors, lifestyle factors, and health as dependent variables; the items
relating to home environment were independent variables.

Results Children with parents who are employed, those who do not have breakfast or supper with family,
those who do not help with household chores, and those with parents who are less conscious of food
education were more likely to eat fewer vegetables, to have likes and dislikes of foods, to skip break-
fast, and to have snacks. Children who have little communication with their parents, who do not
help with household chores, and those with parents who are less conscious of food education were
less likely to exercise, sleep well, spend less time with television, and spend less time on playing
videogames. Children with less aŒuence, those who have little communication with their parents,
those who do not help with household chores, and those with parents who are less conscious of food
education were less likely to have high health satisfaction levels, to feel good when waking up, to be
calm, or to have good self-a‹rmation.

Conclusion The results of this study show that a good home environment relates to children's good dietary
behaviors, positive lifestyle factors, and good health. It is important to maintain a good home en-
vironment, such as by raising parents' food awareness, increasing opportunities for communication
between children and parents, and having children help with household chores to improve children's
dietary behaviors, lifestyle factors, and health.
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